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には先人の残した多くの文化財が残されています。こ

な文化財を保護し継承していくことは、夜、たちの現在と未来にとっ

て必要欠くべからざることであります。

このたび秋活保の高速交通体系の根幹となる東北槙断自

回線が計画され、路線の一部が石神遺跡を通過することになり、

に先立って発掘調査を実施いたしました。

その結果、縄文時代の竪穴住居跡、や中世の空堀などが発見されま

した。

本書は、これらの調査成果をまとめたものでありますが、埋蔵文

化財保護へのご理解と郷土の歴史解明にご活用いただければ幸いで

す。

最後に本書を刊行するにあたり、ご長助、ご協力を賜りましたB

びに関係各{立に対レ心

からの感謝を申し上げます。

平成2 1 j=j 20日

秋田県教育委員会

信
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上本報告書は、東北横断自動車道秋田線の建設工事に係る埋蔵文化財の発掘調査のうち、昭

和63年度大出市内小友j並区所在の石神遺跡の調査報合である。

つ
ムJ は、小焔巌と磯村亨が分担した。第4 第1節遺構と遺物のうちTピッ

トe 第5章 1 .縄文時代の遺構と遺物についてのうちTピットについてを磯村が、その他

の部分を小憶が担当した。

っ、U に搭載した地形図は、 5万分の 1I大である。

凡例

1 .柱穴に付した数字ほ、プラン確認面からの深さを表わす。(単位cm)

2.各遺構に付している略記号は次の通りである。

S 1 .……一竪穴住居跡 S K..……・土坑

S K T.…..Tピット SD一一一溝:1犬遺構 a 空堀

3.遺構の土層及び遺物の色調の記載は、「新版 標準土色I帳J(日本色彩研究所)を使用した。
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日1rm にポるまで

キ小

秋[11

された口これは、f:JJによっ

日 n 

る。fI日手U54年11月に日

柄路線内に所在す

員会は三

てに、計

-一j
b
H

R伶
伊主主

よってii1i滅し

されたり

車の 6

、つノ
官
一
一
J
J
1
A
出し

昭和三!支に協和国J

(協和田J人

If耳)、

、昭和6か年!支に?flJi!1IUTに所在する

を講じること

. VI需¥tll.瑠・夜、

る l-:_ノLlI .立、宣告野 I、半1111の4遺跡が、昭和62年度に半1111

(1Ttj拙 )、 i、!:l::l( 

)の 9遺跡;の謝売が行なわれた口そして昭和63年度は、小出 t 立 a

Hl . lV、五神ー太UJ. -Y[U谷地 (k!lllr'il)、竹原=上諮問(構手市j とのち

が縫認された北出iJJ出ケ沢1・自の合己遺跡が調査されたのである口

であること
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小 ~HJ 民主 秋田県i里高丈化財センタ

磯村 一了 秋田県理蔵文化財センター非常勤職員

加藤 秋田県既成文化財センター (平成元年3月転出)

イオ:出 茂 秋i卦!県五glf註文化財センター 4月転入)

高揺忠太 秋田県理蔵文化財七ンター

大出i市教育委員会日

)::.1[1市内小友公民館



前 2ヰミ j立跡の江地と環l克

第2章遺跡の立地と環境

1節 自然的環境(第 1区D

大山市は横手話:J哉のほほ中央西部に位置する口雄勝郡雄勝町雄勝11咋にj原を発する雄物川は大

由市の西側を北上し、市街地北西部において王)11と合流した後流路を西方向に変える口その後

南外村-を南北に貫流するif露関J11と南外村-西板戸において合流し、北関方向に再び流路を変えて

山地 岡
山

{ま位段丘E

iま{立段丘 1 蕊S 場氾濫原

1関 遺跡鼠辺の地形~

‘! 
ム



~~ 2 i'!i'i Jt，t:史的環境

流れる。雄物川と楢同川の間には、姫神LLi、神宮寺岳、八森111、土大森山、矢向峠などの標高

100m-400m近い低山地が広がっている。大曲rlTと南外村ー及び神岡町の境界は、この抵山地の尾

根づたいに画されている。この低山地に発達した大小の沢と、楢阿川とその支流の小出)11等に

よって段丘が形成されている。これらのほとんどは水田耕作に利用されており、遺跡の周辺も

中山深[11沢の豊富で、きれいな沢水により主に水田が営まれている。地質構造上でみると、摺世i

が北北東から南南阿にかけて入っているの遺-跡付近では、小出)11背斜が遺跡から矢!珂峠を結ぶ

線上にみられる。

;第 2節歴 (第 2図、第 l

本遺跡がほぼ中央に位置する第 i図で周辺の遺跡、の分布をみると、雄物川と稿、同)11流域に集

中しているのがわかる。雄物川右岸は最低位段丘がよく発達し、支流の丸子川流域に中世の域

館が多く認められる。時代をさかのぼって縄文時代後期には、館の下遺跡(10)が営まれてい

る。雄物川左岸では、 UJ麓地と丘陵地に遺跡の多くが立地している口宇津台遺跡 (24)は、本ー

図中数少ない弥生時代の遺跡である。成沢窯跡 (22)は、平安時代に掠業が行われた窯跡、で、あ

る。窯は半地下式の査窯で、そこで、焼かれた須恵器は{山北町と千畑町にまたがる払白柵跡等に

供給されたことがわかっている。中 tU~ になると、交通の要目rrに域館が築かれ、最低位段丘上に

も三，HH'I~ (32)、七頭館 (36)がみられる。

楢岡)11流域は段丘地形が発達し、遺跡のほとんどは段丘上または丘陵地・山麓地に立地して

いる。小出1遺跡 (5ヲ)、小出IV遺跡 (56)からは、尖頭器、ナイフJf-;石器などのj白石器時代

の遺物が出土しており、この地域の歴史は非常にrtiくまでさかのぼることがわかる。縄文時代

の遺跡、は19箇所をかぞえるが、すべてが同一時期に営まれたものではなし」本遺跡の北東約 1

kmに深山遺跡 (27)がある。縄文時代前期の大木 2b式土器が出土し、東北地方南部を中心と

する文化の影響を受けたことが知られる。桔同)11流域の遺跡の分布において特筆されるのは、

中世の窯跡と域館跡である。特に{走者の集中は著しく、当時の勢力の一大拠点をなしていたも

のと想像される口桝間域 (49)は、小笠原氏の本城である。小笠原氏は、角館城戸沢氏の重臣

として勢力をもち、横手城小野寺氏と敵対関係にあったとされる。中世の城館跡は14笛所にの

ぼるが、交通の要所や戦111告上の要害の地に築かれている。中世の窯跡としては、珠洲系陶器を

した大畑窯跡 (67)が生11られる口このほかに斐コ沢窯跡 (61)、槍lLi腰窯跡 (62)がある。

3 



212fZi立H1y.の ，'i_地と.5fU立
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第 l表 周辺の遺跡一覧表

障号 i童跡名 時 代

l石 神 縄文(後期)・中世

2 殿 屋 敷 中世

3 松 山 域 中世

4 蛭 I11 日 王子安

5 蛭 )11 1 i平安
6 石造五霊塔j中世(通称:虎王丸碑)
7 j:大曲城中世

8 土 屋 館 縄文

9 土 霞 館 中世

1 0 舘 の 下 縄文(後間)

11 {呆 主主 域 中世

1 2 藤原友手lj鵡 中世

1 3 戸 E寺 城 中世

1 4 大 日 6字 ct世

1 5 塩主主家・永和碑 中世

1 6 大 槻 域 中世

1 7 ，鳥 居 E 縄文(晩期)

1 8 ，鳥 居 i 縄文

1 9 成 i尺 館 縄文・中世

20 成 /尺 自 縄文(後 e晩朗)

Z 1 成 沢 E 縄文(晩期)

2 2 ~iJ);、 縄文ー平安

23 成4 沢 i 縄文(晩期)

2 4 字 津 4主主4 弥生

2 5 仁応寺 i 縄文

26 仁応寺縄文今平安

2 7 深 山縄文(前期)

2 8 六部 i尺館 中世

2 91中 沢 i 縄文・平安

30 中 沢 日縄文

3 1 荒 山 エIコー 縄文

3 2 j議 舘 世

33 関 縄文

3 4 太 田 縄文(中・晩期)

3 5 前韓止!域 rJl[立

3 6 七 画質 域 中世

3 7 四十 館 縄文(晩期)・平安・中世.ili:世

3 8 高山寺 j成 ct世

13 9 九十九沢窯跡 平安

14 01下回吾地 縄文(後期ト平安

r 
d 

嵩号 j童跡名 時 代

4 2 大 館 城 中世

4 3 'j;長詔講 陸 舘 中世

4 4 落合(落貝) 縄史

4 5 小沢窯跡 平安

4 61 fJ、 沢 縄文(晩期)

4 71愛 宕 下 縄文(中期)

4 8 1哀倉沢館 中世

4 9 楢 岡 城 中世

5 0 iJZ 背3 館 中世

5 1 木直沢館|中世

5 2 北田山田ケ沢l1|縄文(晩期)
5 3 北田山田ケj尺E 縄文(後期ト中世

15 5 ノ平舘中世1m 

文中世

5 8 出 H 縄文・平安・中世

15 9 出 !日石器~中世

[6 0 山 王 兵口品、 縄文

il6 1 費コ沢窯跡|中世

桧山腰窯跡 中世

6 3 大湘潜沢 i 縄文

16 4 大畑潜 j尺 E 縄文

116 5 大畑潜沢血 縄文(後期)

16 6 大 !畑 縄文

!6 7 窯跡 ヰi世

6 8 平後野 縄文

6 9 平ー 家 韓 中世

7 0 悪、 戸 野 縄文

布 縄

7 2 坊館 中世

7 3 向 縄文

7 4 向 館 中世

i 5 巻 館 中世

7 6 

7 7 薬師堂舘 中世

7 8 大小手舘 中世

7 9 林 ノ 沢 縄文

松木田館 中世

18 1 中 野 縄文(晩期)

8 2 縄 期



;Î~ 3 J;{ 発iltll，iMJ査の概嬰

3 の概要

1節遺跡の概観(第 3• 4 5 ~I) 

るり中1I IU)~ と fト II\ Jl I とにより間;粁

されたj語j売である。されて、あたかも

l 土、 53~86mで:あったり北西側の裾を立プ寸:H線が通り、南i}Ejに西村、

まれている。また、遺跡のiお約150mの小LLJ

ら尾根が人っている口その北if!il

り、さらに{填斜し

ち込んだのちテラス;!丈の王子:rUI討をつく

る。尾根の出関は、緩やかに{頃斜ーしたのち、本田Lfii

しま 込んでいる。 遺跡の:fJU兄は山林であるが、 iì没後に l~fj 墾が行なわれて、'f.!Hとし

されていたという。また、 iお iWJ の斜面は、段々~1I1状に造成されていた。本白と

l土、 22~27恕を測る。 遺跡の土層は、前述のように開墾が行なわれたため、!毛根の南側の比較

的傾斜の緩やかな部分で、は20cm!IIj後の厚さの耕作土のi立下に地山が観察された口その地山も耕

作によりやや部干されているものと推測される。尾根の~1~fRiJのテラス ;1犬の平坦部では、

の;堆績が約30-50cmとやや!苧く、去二仁・;地山j斬移!爵'地LlIという:ti月去を示していたり

2きち

遺跡、内 を原点として、 をオとめる。 こ

Y斡とし、これに直行するラインを京[1特L訴えX斡とする。こ

= 4 mのHU長(グリッド)をつくるよう杭を，没した。 5j

を話A50とし、 Yf!ifHに2桁のアラビア数字、 X告hに2丈I'y:のアルファベヴトを

{すし、各グリッドの南東照の杭で、両者を組み台わせてグリッド名とし

2.発掘調査方法

よって、 j也illまで耕作 いる部分と いない部分があることが判

鳴していた。前者については、耕作上を取り除いて地U-'誼jで遺構のプラン確認を行うこととし

た口{走者については、耕作土を除いてからと地LLl出で 2同プラン路認をすることを原則とし

l止、 を除去することとしたが、遺構、造物の常!主が小さいことか

にけ一





日l'III 品の方法

第母国 高i員IJ斜語地形澱量菌
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[Aトレンチ
1.灰掲色土 (7.5YR4/2)
2.黒褐色土 (7.5YR3/2) 
3.明褐色土 (7.5YR 5/8) 粘性強。
4.黒鴇色土 (7.5YR3/1)

81.700m 

ヰ 2 

[Bトレンチ ¥ 

4 
72.800m 

トーーム

〈ごl

1圃暗褐色土 (10YR3/3) 地山の硬鷺土(黄撞10YR8/6)混 0
2省黄樺色土 (1OYR 8/6) M!!饗の地山c
3.黒補色土 (10YR2/2)
4.浅黄色土 (2.5Y7/4)
5.黒掲色土 (10YR2/3)
6 .暗掲色土 (10YR3/3)
7康明黄褐色土 (2.5Y7/6) 硬鷺地山土多量に混入。
8 .黒掲色土(げ7.5YR3/1
9. E肢互策掲吉急E土(け10YR5町/2幻) 硬質地山土を少量含むC

やや粘性ありの
10.浅黄建畠土 (10YR8/3) 粘性あり } 

6m 

第 5関 南関斜面A鑑日トレンチ西援断E雪国
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i;i; 3 l!Ii ，1I，';J五経過

らトレンチによる調査に切り存え、遺構プランを確認した段階でその部分を拡張することとし

?二口

記録は、図面による記録と よる記録を行った。凶一両による記録は、土層断面図・遺物

出土状況図・平面図とし、必要に応じてエレベーション図を作成した。縮尺は、1/20または1/

40を原則とした。写真による記録は、調査の様子を)1肢を追って記録することにした。

3節調査経過

5月号日調脊開始日。伐採された本の枝葉が調査区内に散乱していたので、調去の支障にな

らないようかたずける作業を行った。 5月10日道路公団横子工事事務所往久間庶務課長が来跡

され、作業の状況を見学された。 5月11f]伐採木のかたずけを終えて、発掘に若手した。排土

場所を南と北の斜面部に確保するために、その部合から説査を始めたりまた、遺跡、の遠景と近

景、作業状況の写真撮影を行ったの 5月16日南斜面に段々畑;1犬の造成がみられたので、地形測

量を開始したり 5月27U調杏で出た土が崩壊しないよう、こ1-.止め捕を築いたむ南斜面で溝状の

を検出し、 SDOJとした。また、斜-00に沿って設定したトレンチのよ層断出を写真撮影し

5 月 30 日ベルトコンベアー 7 台を i宣跡~IサH青1) まで運び上げる作業を行った口 5 月 31 日範開確認

時に検出された積み石:1犬の遺構及び段々1:111:1犬の造成は、戦後になされた開墾によるものと判明

した口 6月8日SD01Wt状遺構のプラン検出状況を写真掘影し、土層観察用ベjレトを設定して中

を掘り始めた。 6月16日SD01溝;I}¥遺構の思土中には大小の際が含まれ、土層の断面形は逆台形

を呈する。平坦部の遺構プラン確認作業も!日j時に行った。 5月初日SD01溝状遺構の平面実測を

終え、完品li状況写真を顕彰した。 6月23日平坦部の遺構プラン確認作業の結果、土坑 1恭を検

出した。 6月30日遺構、遺物の密度が非常に低いため、 トレンチ調査に切り替え、遺構プラン

を確認した段階で拡張することにした。さっそく平坦部と北側テラス部分にトレンチを設定し、

一部を掘り始めるの 7月5日平j-D部地L1J函でれて穴と 1$'[+ーを検出した。柱穴は焼土を取り問む

ように配されていたため、竪穴住居跡と判明した。開は耕作により尖われてしまったものと思

われた。北側テラス部分のトレンチ調去の結果、十iえ4i去、陥し穴 3基を検出したり 7月6a 

SDむとした空壌の調前の状況を撮影したc テラス部分の投IH遺需の調査に着手した口 7月12

日SKTOト 02陥し穴の土層観察と実測を行った。 SD02の埋土の状況は、上部が耕作による撹乱

された層、それ以下は自然堆積の状況を呈している。 7月13日SK04土坑の調査を行ったところ、

底面から少し浮いた状態で小型の褒形土器が横位で出土した。 MB60，MC60，MD62，ME61の各グリ

ッドの耕作土と地山の境日からフレーク 4点がt!l，土した。このため出土地点を中心に拡張して

る。 7月18日北側テラスの遺構(SKT01事 02・03、SK06. 08)の完堀状況の写真撮影

11 



3 ~を Ji!jl~I，\J1tの 1)竜安

った。 7月19日同57グリッドで焔し穴を検出し、 SKT05とした。 7月初日SK08土坑と

していたSK10土坑の調査に着手したり調子長の結果、指乱であることがわかったり 7月25日SW1

まわりでみつかっ SK02・09)の遺物収納を行った。 7月26日SD02の断面jは、

北領IJがダラダラと緩く立ち上がるのに対して、南1o.lJが急角度で立ち上がっている。本遺構は、

られているが、北京iJ習の標I告がi士jしミほうの.J:hJ!り込みが浅く、市内問に1[1]かうに

つれてだんだん深くなり、制58グリッドのあたりで最も深くなる。さらに南西に向かうと逆に

くなり、ついには掘り込み自体不明採になってしまう。 7月22U5502の埋土を除去していた

ところ、問自グリッド内でi詰し穴を検出しSKT06とする o 8)j 2 El SD02の半面問、 S3;τ慌のよ層

断面凶を作成した口 5月 BSKT06の平面凶を作成し、すべての調去を終{し

12 



出1iWi j立問とj宣物

l第遺構と

本遺跡で検出さ 11好(縄文)、 8 3、時期不明 5)、溝状

であるの以ト iこ、 とに各遺構と出土し
一・、_;;-・ j~-、ム面、
_jし1 しだiコ.V i口

1羽

SI01 ( tf~ 7凶、凶版:3) 

uち3園弘、 MA64のグリッ iぐに続出された口 中で

を除去した地!i !TfiIで件穴プランチ確認、 Lたれ 5本の

した面が観察されたため、

いたことから、耕作が地111ま

5mをwuるり

に閉まれたほ

0'-と

われる

踏み出められた痕跡がなかった。また、

2 m52cm.. ~rJl軸が 2m2ヲcmで、ある。 i土、

-
d
h
u
 

されなかったり検出時の炉の状況はも

してい しているほどでなかった口エレベーションでみると、

くほんでいるが、これは大部:分掘りすぎによるものである。遺物は出土しなかった

iJf ヰン
ιー SK02会 04.会三!と1WJ ることから、 ものと

される。なお国の 5~本の柱穴に付さ 、確認}主iからの深さを

(第8.号盆 10図、出版8) 

LT65 ~ 66グリッド地LllTI長でプラン l土、 86.読をmuる (f) 
-ノ

ヤア

/主〉口 lmS cm、南北方向がおc震で、あ

炭化物を含む。イ';) さは、 15c郊をi!WるG 埋;主には、

臼
ナ
~
、ーし

山
心
守ミ
、
哨
川
村
・ケノ-レフし/」 はいずれも非常に脆し二次!'10な加熱を受け

L-」の
J
L
U
 

J

ん されるの と長五を 5 ，土、 、地文にRL縄文を施した

による刺突文が見られる口 3亨 8ヲ14ヲ15，20-22ヲ24，26，!土、半裁竹管による沈線文が施

される口 23は、 RL縄文の地文のみが施される口 27のフレークは、剥離面に被熱による剥落が観

される口

~ 13 



;;~ 4 -i}~ 訓:iftの記録

IMA66 tT66 。
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0/' 。 九γ64

G 2m 

S詔

SK04土坑(第8・10図、図版3・7) 

LT65グリッド地山面でプラン した。篠認面での標高は、 86.6mを測る口平面形は楕PJ

7ちを呈し、長軸56cm、続軸50cm、確認前jからの深さは19cmで、ある。 観察用のベルトを

する前に、大部分掘られてしまって堆槙状況を図示できなかったが、ボソボソしており、移植

ごてをあてると小さな塊となってとれてくるといった土である口色調は、黒褐色(10YR3/2)を
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お1iWi 遺構とj立物

B m
 

遺物は、小刑の南形土器が東側の摂|控に横位で出土した。半裁竹管により沈線文が施文され

ている。

部09土筑(第8・10図、図版9) 

LT64グ J).:;ド地UJITfiでプランを確認した。時:認函の標高は、 86.6mを測る。本土坑の南側約

3mにSIOl竪穴{主居跡が、北側約2.5mにSK04土坑が位置する。半面JBi土、話[IJJ伝を呈し、長!担tJ4

;含まれる。

2cm、短il~tJ 36cmで、ある。確認面からの深さは、 10-15叩で、ある。埋土には、 、 !えイヒヰ与が

埋土中から土器片が出土した口 211~1体あると思われるが、表出の磨滅が著しく、文様がほと

んどわからないものばかりだった。拓本を取ってみて、ほとれの 2つの縄文があることが明ら

かになった。いずれも胎土に砂粒と長石を含んでいる口 29は、口縁部資料で、表面に煤が付着

している。 42は、底部付近の破片であるが、外面のっくりがやや雑である。 32，38にはRL縄文

が、 41にはLR縄文が施されている。

仁
J
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第 4~~;~ 調査の日銭

SK02 

A 

主 B 86.600m 

SK号号

~U~ 

A 86.700m B 

SKOヰ

A B 

A B 86.700m 

iloYlt'i/6i );)汀ヒ午旬、 焼 1:1';L{1-~ 人
子

L1-j
 
i
 
f
 

81<09 
I )，!;o'!Ff;j臼 1: (lOYru/~) 情 iオ句、 汁仁.f:¥!f.--f日記入

2 苛色士 .SY7/8) ローム七からJA:

:3 . II/r出色 1:(lOY H3/3i 出{仁枝子(浪人

。 50cm 

8関 SK02. SK04相 SKO号土坑実測図
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ヨ1iWi )立怖とj色物

U 的 L旬 i口
l' 6 8 

的 D U11義ぺ2]0 

ゴごヘ U 

円
川
以
ι
第9国 SK02土坑出土遺物

斤
パ
川
rμ

ぱ
l
j
J

j
f
f
f
 17 

20 



α。
?叩寸

零
細
川
叶
到
器
付

g
x的
e
寸

O
V
品
的

e
N
O
V
占的

巴
O
的

亡コ

-付+1判
官器官

時掠詳
細H+1+1 
N ‘寸 σ3
(::::> cコCコ
~~~ 
(j)ωω 

て司「

C.Dト、 αコ
ゃ、JNト』己

引っ
オ一一~千
九-------s:ご

岬J恥井"，.
a 品中，_

~.:;:.r主ず十i勺dμ:汽弘 令

Jち);"ら“吋よ，巧ち予品:/
叫2竺T出~:五千
It4l、~Jf .，..w可 r

~，，_ ， 
iて-噌V 噌町商 ~ 

"""・'Í '~Jt... lI.Jt:.~ 
.~~汁~~

4 耐品‘

ト;工.....;~
~，-F喝ψ伊司樗

一喝F舟

で「
「寸一一一--下的
一一一一--ート

錦
町It
 

一一ー のつ

土~二r

ミ7て二三
当事

小，1
小つ

才一守、」
-<-..._一一一~:一

んた

I，~際空内
司晶、 H 十

ミ二ユ?
図
。
{
糠亡二二三ζ二rQ

 

時 1

管内

K
W
J
i
i
k
k司
J
争

r'

奇
べ
延
長
一
%

F
中
川
e
b
叫
?

t
d
m

叫
誌
心
グ
υ
J
J
K

注
円
以
玄
J
4
k
'
一川市一
t

2

ジド
h
W
A
l
-

-u略法
-J《

い
え
白
浪
人
宮
町
川
9
V
J

F
思
想

一て一一℃
一-ー~'，~

ロつ

ミ:
εててう

議bi

議
u
r
g
桝
7
4叩

民
…
川
一
叶
持



③臨し穴

S肝01陥し穴(第11図、 i究i版4) 

話S77. 78グリッド地ll(ffiiでプランを確認した円雑誌jiUの高

本遺構の西側約1.5mにはSKT021;品し穴がほぼ平行して位置する。平面形は、 15日口部、

坑底部ともに南北に細長い楕円形で、長制!方[fTJはN-29
0 

-wである。長戦11方向の断

面は、両端が外側に広がるもので、底面中央部が両端よりも深く据り込まれている。

短軸方向の断耐は、関口部から若干広がったあと坑底部までほぼ垂直.に下がる Y字形

のものである。大きさは、関口部の長軸が約 3m、短~-I11が約0.4m、坑底部の長事hが約3.
9m、短軸が約0.3如、深さが約1~ 1. 5mで、ある。 埋土は 9層に分層された。全体的にロ

には)天白色粘土が確認された。ーム粒子が混入しており、

遺物は出土しなかった。

S肝02陥し穴(第11図、図版4) 

MR77、MS77・78グリッドの地山面で、確認された。確認lliiの標高は約71.2mで、ある。

本j妻橋の東側約1.5mlこはSKT01摘し六がほぼ平行して存在する。平日~Jプラン、断 rIiî形

ともSKT01陥し穴とほとんど同一形態をとる。長軸方向はN-28
0

- Wである。大きさ

は、 SKTOHiBし穴より くなり、関口部の長軸が約4.15m、短車IEが約0.45m、

坑底部のよ主軸が約5.15m、同軸が約0.2m、深さががJ 1. 25~1.45 mで、あるotqt 1-は10出

され、全体的にローム!?立寸こが混入している o ~f; 9層に 色*占-上が確認され

(j)に.0 W J:;. fこO

は出土しなかった口

19 -

水糸レベル 71.300m 

蕗
ご
斗
叫

k
y

j》
__w 

。
¥トJ

1)> 

¥T 

C 

ハレ
由 D 

m 1. !.1片付色土 (lOYH2/2) 茂樹色υ
:2. ;#. i'M企土 (JOYH3/1) 黄出色ロ
~) .黒色士 (10Y1U.7/1) 
4. 11台地色 LUOY:tL1/:3 i 株主iiiロームt{i.混入じ
5. -t!{-F.品色上 (2.5Y5/1)
(i弘樹色土(lOYH3/1 ) 口一ムフロソ 7少iliJ[い¥
1. 1リJll:1NJ色上は.5YG/G)
8 色土 (2.5Y2/1) ロ ムフ u ケ(小)混入1
9. 茂色 1:はふYdG) ぽ(I色村1土、 l攻防色 1:混人ご

ムやや多く (l~ 入。 1
ム少iifi住人ハ 2 

6 

8 
Q 

ln 

.1，1;¥色土(5 G 2/1) 

県出色 1:けοYH 少tilの茂樹色ーム村混人
，I;I¥r品色 L(10 Y!{ :)/1 ) 少i誌の夜間色ロ ム粒、焼上枕混人 f

l五色二l~ i:2_行Y(/8) ，1.1;¥白土混入
日月f肝心色1: .5Y(/6) 少泣の見制色上粒混入。
!共色士 110YH 1 .7/1 ) 
に..-'_;~~い員制色仁 (lúY]'{ 51:!) !#白土校、ローム粒Jil入。
弘白土(lOYH2/1 ) ローム村混入。
J.;;: 11昨日也j二(lOYH }J( (I0.M 上、ローム粒混人っ
夜開1色仁(lOYR 8/1) ) 

第11留 SKTOl • SK T02結し穴実測図

- 20 



日1j=!i'i .I立Nliと泣物

SKT03臨し穴( 図版5) 

NC71 . 72グリッドの地山而でプラン した。確認Tfiiの標高は約71.6mで、ある口 SKTO1. 02 

ンl土fll~U部、坑底部とも南北 !C K:IlJ 長い楕fIj11出し?にと同じく北{日IJテラス部分
ヴ。。

引する η 長，!illl 方向はN-210-~Wである円長軸ら]の断ríJlから、坑!長部は北端から約L :3 rn の部
分だけが深く掘り込まれており、中央部からは浅くなっている。深い部分の長軸は約1.3臥

者Iiは0.25mでーある。関口部の長il4hは約3.1服、短調hは約O.3mを測る。短事fl方向の断面形は、浅い

U 
~':J己ふぞ

iJi， e 

j立物はIlU-_しなかったり

→ 
'0) 0 

(j(IYH4/C:i o'lti，}色¥]ームネな少hi-fiL人
~ Y8/6J 
1: (IOYH6!1) 

2箆 SKT03陥し

し穴(弟131z1、凶版4) 

3屈に分層された。

2m 

MM55・56、MN55グリッドの地LLJ面で確認された。確認、面の襟高は約30.2mで、ある口北側にはS

D02 '7P堀が位置する口平而形は、 ßI~[]部、坑底部ともに細長い楕円形を呈す口長軸方向は、 N-3
60 -wである。長剥!の断面形態は、 n1，]端が外部IJに広がるもので、底!主i中央部が両端部よりも
深く掘り込まれている。短軸の控Jr而形態は関口部からややすほまり、 iAI¥り込み面からほぼ垂直

に下がるいわゆるU字形のものである口規模は、関口部の長1MIが約4.3旬、短;制iが約0.6m、坑
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第 4:f完 nlt;j査の記録

C 

80.200m C 

JI消奇計f間刃色 |上 Iけ10YR三三λバ/
2噂 f削品色 i上: (10九γ少R4ν/lい口1一ム:j':i.七少iUi止昆人
:). ，f~!片品色士 ílOYR ) U ーム杓子、炭化物少Jtta.~
4曹泣段色1:(!CJYR 討) U ム上、故京
5 に..-i:'l暗号色一1:(2.:;'iァn(i/'I) '，1¥色 1:*'1:やや25iifにtH人
行. j主主持邑土 (lOYR8/1) 

i. 黄色j: (2.:JYH8/iヲi n色宇[Ii 1 白 j立{T~)，，-_~_ ;ドノボノしてドる
8. ;:}{茂的自上 i2.:i'{Ri-:!I) ;J¥色 i二村、 CI色村i+;f¥i.混入、 村ifHNい
9. にぷい黄?な色土 (]OYR!ij;う)
10. !IJ] 主体j白土 (]OY只C/t;) 
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ムヰ

uされた。底部の長執が約4.6m、短lMlが約O.4m、深さが約 1mを測る。埋土は10層

8層に白色村i土の混入がみられる。にローム粒子が日玄つ他、第7、

遺物は出土しなかった。

SKT05臨し穴(第14図)

グリッドのllliIIIL~!íで(i{ff認され7こ" Mrf認。而の標高は約79.8mでtある。東似!]iζSD02~堀が位置す

N -80
0 -wである。長軸の断面形る。長i袖方向は、る。平而形は東西に細長い楕円形を

!主は、やや1)ヲ1H11に制り込まれた法外iHijに広がるものでも西端部よりも東端部のほうが深く掘り

る、いわゆるjみまれているむ短軸の住IT面形態は、関口吉ISからややすほまりながら

じ字形のものである。規模は、関口部の長!14hが約2参加、剥1が約0.4m、坑底部の長軸が約3m、

された。さが約 1mで、ある G 理短事lJが約0.25盟、

遺物は出土しなかった口

5長T06隠し穴(第15図)

IvlK61グリッドのj出山rmで、確認された。擁認liiiの標!高は約80βmである。本遺構は堀の底

る。

くなっている。

N -54
w 

面で検IUされている。平面7f~は東西にキ[Il長い持円形である。長ljî.JlJ -hl自]は、

長斡の断面形態は、両端が外側に!よ;がっており成語中央部がiJIii端よりも

。

9 

1 .黒色土(lOYR1. 7/1) 
2.黒褐色土 (10YR3/2)
3.暗褐色土 (10YR3/3) 2層よりローム粒の混入多い 0
4.にぷい黄褐色土 (10YR5/4)
5 .日月黄褐色土 (lOYR6/8) 黒色土粒少量混入。
6.黄権色土 (10YR7/8) 煩質。

ローム粒少量混入。

SKT06絡し穴実測函
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日rlf，'i: Jl)iJ iiの記録

短i詰1Iの断面形態は、 、右1nuはややすはまったあと坑底部ま に下がり、左側

は 1主大きくすほまってから外側に広がったあと坑底部まで少しずつすほまるという形態であ

る。規模は、関口部の長11~lJが約3. 旬、短rl~lJが約0.5旬、坑底部の長制iが約4. 15m、絞殺!Jが約0.3m、

さが約 1mでーあるの i号Lt.は6J討に分!留された。

は出土しなかったむ

つ
LJ 曹

中世a と患われる にjli:<、 7言者iil h
y
、ご

(第 16[~]、出版 5 、 6 ) 

るように北京から南西に尾根が入っているが、その足桜の関

叶

r.，)口 l止、 えなっており、

びており、ま

ることができなかった。多少不十合

ること金王できた口 しカミし、

たトレンチ とし

なデータではあるが、 ることカfできたものと忠われる。 にかかっ

ている部分の長さが約91潟、絡が1O~13. 5m。鋒s，i!，[立jからの探さカ)' 40cm-2 mlOc訟を割る。

から西に緑豊Jrするエレベーションをみるとも 2mから徐々に下り、 MM58グリッド

4mと最もj丘くなり、約7. を有する。そこから百に行くにしたがって詑々に

上り、糠55夕、、 1jッドで襟高約80.7mを測る口東端とE討議;とでは、 を有する G 横

断面で、みるとち北側壊の立ち上がり 反出、出告別lÎl~ はかなり J色、角度でもって立ち上が

っており、一部はハングしている箇所も観察された。埋土は、上部の30-80cmは耕作によ

乱を受けている。その下部は、黒色系の土と黄褐色系の土が自然堆積しているのが観察された。

遺物は、出土しなかった。

3. 時期不明遺構

から時期を決定できるようを造物が出土しなかったものとしては、 ト土庁:5

1条が為げられる己

話01土立(第17向)

話A65グリッド地山[tTIで、フoランを確認した。確認出での襟高は、 86.5mで、ある。本土坑の約 3m

東にSK04土坑が位置する。平面形は不整形を呈し、東西方向で 2m60cm、南北方rnJで 1m39cm、

深さは18-18cmで、ある。やや粘性を荷ぴた埋土が一入っていた。

遺物は出土しなかった。
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出 4 ぷ Jrli]_~:rj) よ

部03土坑(第17図、凶版 7) 

MG47・48グリッド地山市jでプランを確認した。 地形上では、丘部の南側縁辺の緩斜面jに位

置する。プラン確認rmで、の標高は、 79.5mで、ある。平面形は隅丸長方形を呈し、長!1~JI 1 m42c郎、

短軸 1mで、ある。北西側の慢は、やや掘りすぎている。 深さは、 9~21cmを測る。検出時の埋

土の状況は、中心部に熱を受けた地LL!土があり、そのまわりに炭化物を多量に含む黒色土、さ

らに壁際に焼土が観察された。底而は玉日であるが、北側および東側は緩く立ち上がったあと、

ほぽ設~r立に立ち上がる壁に達する。この緩い立ち上がりは、特に京鵠で顕著である口

遺物は、出土しなかったり

部05こか克 ( 

話F47グリッド地山崩でプランを確認した。確認面での標高は、 79.6mで、ある口平坦部の

にあり、本L坑の西約3.4mlこSK03土坑が位置する。平面形は、椅円形を早:する。 大きさは、 j三l柚73

cm、短軸58c訟で、深さは、:1-14cmである。

遺物は、 liJj土しなかった。

部06土説(第17図)

出Q74• 75グリッド地山部でプランを確認した。確認面での標高l土、 73. る。王子i話形は

隅丸方形で、東側の辺が3m25cm、南側が84cm、西側が3m27c恋、北測が 1m13cmで、ある口経認

面からの深さは、 6-27cmである。坑底は平到でなく、東から丙へ経く傾斜している。

遺物は出土しなかった。

部08土筑(第17図)

M073グリッド地山商でプランを確認した。確認面での標高は、 74.2mで、ある。平面形は楕円

形を呈し、長軸が84cm、短事!JiJ'70cmで、深さが6cmで、ある。埋土には、炭化物が含まれる。

遺物は出土しなかった。

SDOl溝状遺構(第18図)

調査区南側斜面に位置し LN54グリッドからLN44グリッドにかけて地LL!ITrIで確認した。標高

は、 LN51グリッド地表面で約78.伯、 LN44グリッド地表面で67.4mで、約11mのi七高差を有する。

全長が32m，!揺がl羽10cm-2 m40c滋を測る。確認百甘からの深さは、 40~50cmで、断面 Jf~ は;笠子?

?伝を去する。Jl;fl_土中から自然擦がやや集中して出土した程度で、議~f却は見つからなか

2節 遺構外出土遺物(第19・20図、図版9・10)

遺構外の遺物としては、土器@土製品7点、石器7点、金属製品 1 が出土した。

43，44，45，は縄文土器であるが、表面がかなり磨滅していて文様が不明なものがあった。 43

26 
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は胎土にj昔、.長石

第 2im jJdHli外{I'，←1:)立物

半蔵竹信:による沈線丈が施されている。 44，45は、同一個体と思わ

まれている。 47は、七輪の空気取り入れれ、 LR縄文が施されている。 )J会土には砂粒と

口の窓と忠われる。 48は、キャフロの一部である。 49~53は剥片であるが、 51~53は自然面を

残している。 54は砥石で、中央部の浮くなったところで折損している口名出とも良く能い込ま

れている。 55の[111石は、火 してし、る される。 56は、 t 
I'cJ 0 

口
43 

長IA60
42 

MA60 fH1~ 

表n

47 
ML58 

¥勺¥ミ ダ 46 

8
持
4
去

8図 遺構外出土遺物(1) 
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r;u'!しプ三j立Hliについて

第 5 ま と め

ここでは、本遺跡で検出された縄文時代の陥し穴と中世における本遺跡、の性格について述べ

てみたい。

絡し穴遺構について(第2表)

秋田県内の遺跡で臨し穴遺構を検出する例が増えてきている。これらについては、第2

去にまとめた。分類は、田村壮一→氏による、 A型:講;訟を24し細長い形状を示すもの、 B担:絹

しくは長方形を呈するもの、仁型:PJ*~か;jj形を基調としたもの、 った己表からも

A臼カ'TE倒的多数を占めていることカfうかカすえる口

本遺跡では、全部で8基のlii{1し穴遺構を検出した。し寸ごれも A型で滋;1犬を!立するものであっ

た口低山地上の平坦面に 3)ム北側~;:I 詰1テラス部分に 3 基がそれぞれ位置する。規模は、関口

吉Ijが2.6~4. 35m( 1ミ ~qH)XO. 3-0. 6m(短軸)、坑応部が3-5. 15副長l出1)XO. 2-0. 95m( 短l!4~)、深さ

が 1~ 1. 45mで、ある l'折問形は、よ主軸方向は両端が外側に!よがり、坑底部が関口部よりも長い

袋~犬を呈し、短軸方向は iuJ 字形あるいは不整のれリ 字形を呈している口県土の特徴と

しては、全体的にローム粒子あるいはロームブロックを説入しているが、これは遺構が埋没す

る過程で壁が崩落したものと思われる。主軸ブS-loH土、磁北にわjして出Aに{拾っているもの(01，02，

03，05，06)と、東に偏っているもの(0，1)に分けられる。

このような形態をした遺構について、従来は f陥し六j説の他に、「墓坑J説、「便所j説、

「馬関係遺構」説が唱えられてきたが、横浜市霧ケ正遺跡の発掘調査以来「陥し穴j説が定説

となり現在に至っている。本遺跡においても Tピット=臨し穴説に従って、これらについて見

ていきたい。

遺構が構築、廃絶した時期を推定する手掛かりとなるものとして、出土遺物、火山灰と

{立関係、他遺構との切りて干しミ関係などがあげられるが、本遺跡の!指し穴からはいずれも認めら

れなかったと

配列状態、足立土の准績状態から 2基を七ットとして把握ロj白色なものは、 01と02である口北側

テラス部分に約1.5m間隔で、並列しているうえ、等高線に対して平行であることから、いわゆる

「ケモノ道」との関係を連想させる。「ケモノ道」と陥し穴の関係について、青森県牛ケ沢(3 ) 

遺跡では、溝状ピットの長軸}jlbJがケモノ道のんー向に平行するように配置されたと想定されて

いる。シカ道やイノシシ道は平坦部が圧に移行する斜面の下端や台地の縁辺を通ることが多い。

これらのことから、テラス部分が「ケモノ道jであったと仮定することが可能である。

31 ~ 



日5，';1: まとめ

構築方法を示すものとして03があげられる。長il4hJi向の隔が右と左で段差がついているも

のである。青森県irl1[羽(2 )遺跡で[未完成の溝tKピットjの可能性のあるものとして報告され
ている例は、両側を同時に掘り下げて完成する過程を示している。本遺構の場合、(l)rmlif!lJをあ

る程皮掘り下げたあと片側ずつ掘り切る、②片側だけを掘り切ってから残りを掛る、③この形

で完成の状態、の 3つの可能性が:考えられる。本遺跡における地の陥し穴の例からはて③はi1iIJ

除されるであろう。 滋状ピットの形態が細長く という物理的に非常にJ屈りにくいという点

から考えにくいc されたものと解釈したいの

ら検出された権状ピヴトのうち、なんらかの可能性が推定できるものは、以 Lの3

ったり j立構の性格上、 心 りに乏しいため、今i尚!の謝査で

中 ける

、地形及び空挺 らI-!-I世の域館のひとつとされている。調査の結果、空堀

のほかに中tltに属すると思われる遺構及び、遺物が皆f黙という状況であった。ここでは、以十下の

ら遺跡の性格に追ってみたいと考える。すなわち、 (a)歴史的環境、 (bJ地環的J崇境、 (c)

る伝季、 (d)調査で存られた知見の 4l~で、ある

大出市と南外村をう士ける低[lJ地上には、本遺跡のほか六郎沢館、大向館、薬師常館など中世

の域館が分布している。大rf1]舘と薬師堂ti立は大出市から本荘1fTへ抜ける道をはさむように位置

している。一方、その道沿いにある中山集落から分かれて橋両に抜ける道と小出)11をはさむよ

うに六郎沢館と本遺跡が位置している。 i直線i~離にして 1 kmで、ある。六部沢館は、標高120mほ

どの山のよにあり、 30mX23mの主郭とそれを取り 1;1封むように土塁と帝郭が配され、北側に空堀

を有する口大出方面からの敵の侵入を警戒するか、くい止める役呂をもっていたと推定されて

いる。また、本遺跡の南約200mの小山に神社が祭られている。これには綴古

4月23日 われるとしヨう。 は、文政13(1830)年とし寸文字が彫られ

ている オつれてーし 3る円

南南東から北北東に蛇行して流れる小出)11と、東北東から西南西に向かつて流れ小出)11と合

流する中山深[11沢とによって開析され、半島~犬に水田に突き出ている低山地の上に本法跡は立

地する。その山の裾をまわるように市道大知j線が通っている口遺跡からは、浮jの中山方面、西

の六部沢館、北の檎岡方面への跳望がたいへん良し」また、中!lJ深山沢は水量の豊富な清流で

あるため、生活用水のほか本田耕作に利用されている。このあたりの水田は、いわゆる

ö~ 



111111:にむけるノ{I付IjrrlNfについて

であるため水婦の収量はやや落ちるものの、きれいな沢水がおいしい米を作ると言われている。

沢水はおき山地区のほかに西村地区にも引かれており、小111)11の水の利用度は抵い傾向にある。

(c )Jili元に残る

本遺跡;の立地するI11を、地元の人は「館のIIIJと らわ Lており、7.k田をめぐって小IB

JIIのrrj]こうのI!!(六日ji沢長nと推定される)との間で争いがあったこと。また、「館の!llJ領1]
両方面に行く場合に、ノトtHJlliüしミの道を通ると六日[~1J{自立のほうに知られてしまうので、逆に深

UJ沢のほうの山道を手iJJ召したという

(dl謝奇で{♀られたJLI見

を1mくことカミできたの

今回 る温存きと考えられたものは、

たものと を l~普段~犬に主主り

ノヤ煩;1夫に れ

り出

しているものであった 2 当初は郭でないかと推定されたが、戦後につくられた段々畑であるこ

とが判 r!J~した円読者のi七万Ji は三京1WJ から入ってしミる小さい尾根の出 íWJ にそれと平行するように

している口等高線とはほぼi主交する関係にある。台j告の端から端を;貫いてひとつの!豆油i出

をつくるといったものでなく、掘の西端はダラダラと立ち上がり、白押なの}也7fZに吸11又されてし

まっている口東部については、次第に浅くなっていっているのが観察され、調査区外で、向然主ili

形に吸収されてしまうものと推定される口しかし、そのさらに東鱒

まりきらずに続いているのが現地を

一沿ってi福5.~ 7 m 

ミてみてわかったり断面

3 筒所で行ったが、十j 間断 L~ji 図からわかるように、自然営)j によるす恭子守けてい

る。すなわち、 2~掘の南側(右)の慢は崩落によってオーバーハングしており、北側(左)の

壁は雨水等の侵食によって吉りられ、緩い傾斜で、ずにち上がる己このことは、

してつくられ、かつ北側に尾根があるという地形の影響であろう。 3筒所の断面図のうち C

Dの[f!rlm図をみると、他のi折面より原形を比i絞的良くとどめていることカfわかる。これによる

と、本来の断面形は逆台形を呈していたことが推測できる口

以上十点について述べてきたが、 (a)-(c)については相互に関連を有し、本遺跡が館として

最適の立地であり、7}(の豊富な本田をめぐり争い合ったということは容易にうなずけるもので

あろう。 (d)からは、 7R堀がii根鈍からの自然骨力により変形を受けていること口さらに調

区外京測に空射が控IT続しながら絞I".iていることが明らかになった。

ここでは、以上の点をふまえて次のように考える。調査区は、石神遺跡の凶の端にあたるこ

と。今回調査された空堀のさらに東側に空堀らしい落ち込みが観察されたことなどから、館の

あるのではないかと推定される。これは第21国から明らか

なように、標高120mにある六郎沢鉛から襟高801日の本遺跡の西の端が手に取るように見えるこ

とからも、十分考えられるものと思われる。

円 q

d、}
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第20図 石神遺跡・六部沢館立地関係留 (1 : 5(00) 

(長!:1 ) 田村壮一 「陥し穴;1丈遺稿の形態と時期についてJ r紀要j 可 (!!J)計手県文化振興

事業団埋蔵文化l!ナセンタ 1987(昭和62年) P.25 

(註 2) 霧ケ i王遺跡調査同 f霧ケ i王j 武蔵野美街大1711考古学研究会 1973 (昭和48年)

(註 3) 青森県教育委員会 下iニケ沢(3 )遺跡j 青森県丈化財調査報告書:第86集

1984 (昭和59年) P.215 

(註4) 青森県教育委員会 日中間(2 )遺跡j 青森県;fIj!.議文化財調査報計芹第101集

1986 (昭和61年) P.214 

(註 5) 長山幹}L ~.南外村の城と館j 南外村郷土史資料 1987 (niH1162年) P.47 

参考文章夫

青森県教育委員会 日討さ沢j 青森県埋蔵文化財調査報告書第67集 1982 (昭和57年)

青森県教育委員会 f石ノ窪(1 ト石ノ窪(2 いず，~"Éf遺跡発掘調査報丹書j 東北縦貫自動車

道八戸線関係車R議文化財調査報行書X 青森再開蔵文化財調査報台書第92集 1983 (II[)手1158年)

八戸市教育委員会 『長七谷地遺跡発掘調査報告書長七谷地2・7・8号遺跡j 八戸市開

蔵文化財調査報告書第8集 1982 (昭和57年)

福田友之 「溝状ゼット研究にi唱する覚書Jr弘前大学考古学研究j 第 1号 弘前大学考

古学研究会 1981 (昭和56年)

(開岩手県出蔵文化財ーセンタ w雫石町 下平遺跡 高j交西遺跡j tLJ手県埋丈センタ一文化

財調査報告書第14集 1978 (昭和53年)

(矧Ti手県照会議文化財センター 『東北縦貫自動車滋関連遺跡発掘調在報士子生 安代町荒原I

遺跡・荒涼日遺跡ー越μ立遺跡:j 't'j子~J:lll丈センター丈化問調査報;ケ吉:第包装

西本豊弘 「狩猟.?魚、踏の場と遺跡J r季刊考古学j 第7号 雄1I11期 1984 (昭和59年)

今村啓翠 「砲し穴(おとし穴)J r縄文文化の研究j 2 雄1I11詞 1983 (昭和58年)
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X 県報文第109祭 1I ( !I ) 

j叫県報文;第 120~長 刀()

県報文第84祭 1981 (昭1'1156年)

県報文第85祭 1981 (昭和56l:f) 

1984 (昭和59年)

198O(昭和55i:fo) 

九日下 l追跡発担調査報告書J 県報文第G2祭 1979 (昭和54年)

「版戦の沢・桐木田・諸島m遺跡l1l!I:報 1，果報文第94祭 1982 (昭和51年)

1986 (昭和61年)

1979(昭和54年)

fi:陵地の緩斜而!縄文~平安

白地上のヰヰ前;縄文~平安

， 1'k旧県教育委員会f三トメIjI'll 遺跡発掘調夜被告書1)県報文第110集 1984 (昭和59年)

旧石器・令官丈 6古代

?火山市教育委員会火|土1，新都di開発関係埋蔵文化財発掘調査報告書 19SH昭和Ii2年)

1982 (昭和57年)

「秋山総宗治新都市開発関係空n.成文化財発J同部査報;l;-;!i:l 1984(昭和59年)

秋川原殺行委日会台東北横断道報;っさ 1 Uflo報之;第150祭

3 !秋田県教汗委員会じ東北横断j差報告書 1J 1]文字詰文第150*

J東.1じ横断道報告書 ]];i U込桜之第165m

え献のJsの11式名称l土、次のとおりである

東北縦貫道幸liflJ'安 司 東北縦覧行動車道発射調査報fT書

ITIILI・花輪線報符苦手 県道田11I・花輪線関係遺跡発招調資報何者

中間面 'EE兵衛 j・ .1WjU:拐J主跡 仁1:1区Illii遺跡・重兵衛 1・n遺跡・ 1良iV号遺跡、発掘調査報告書

103号パイパス報告書 国道103号線ノ、イパス工事関係)2.跡発Mi¥洞古報告書

1変革!主の;1¥.桐木田・蒋j日追跡m，Hhl Il包椴のふ:遺跡・桐木旧遺跡ー滞?o遺跡、発掘調資概報

束:IL箔断iさ報告書 東北協i新[j動車道 f'knlMl 発 ta\調査報 +~i 書

八竜能代道路報告書 一般|五Ij藍7J与八竜tì~代道路埋蔵文化財発鼠調査報告書

~ILI箆免農道報告者 向11JI位1ヌ際免僕i.@終{i!li事業に(系るJill蔵文化財発蝦諒!斉報得者
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